
 

 

 

 

 

＜経験値の重要性＞ 
経験値とは、私たちが日々の生活や仕事を通じて得る知識やスキルの蓄積です。特に障がい者支援の現場

では、経験値が大きな役割を果たします。経験を積むことで、スタッフはより適切な対応やサポートを提供でき

るようになります。 

例えば、新しい利用者が来た際に、過去の経験からどのようなサポートが最適かを判断することができま

す。また、困難な状況に直面したときも、過去の経験を活かして冷静に対処することが可能です。経験値は、単

なる知識の蓄積ではなく、実際の行動や判断に直結する重要な要素です。 

さらに、経験を共有することも大切です。事業所内での情報共有や、他の支援者との交流を通じて、個々の

経験が組織全体の財産となります。これにより、支援の質が向上し、利用者にとってより良い環境が整います。 

当会では、毎年、経営意識向上研修会を開催し、経験豊富な講師による事業所運営に必要と思われる議題

を設定し、より質の高い支援を提供できるよう努めています。 

最後に、経験値を積むためには、挑戦を恐れずに新しいことに取り組む姿勢が大切です。失敗を恐れず、常

に学び続けることで、私たちはより良い支援ができるようになります。皆さんも、日々の業務や生活の中で得た

経験を大切にし、共に成長していきましょう。 
 
＜商品開発のプロセス＞ 

商品開発のプロセスは、アイデアの発想から市場投入までの一連の流れを指します。一般的には以下のス

テップで進行します。 

1. 目的・条件・ゴールの設定: 商品開発の目的を明確にし、達成すべき条件やゴールを設定します。これ

により、開発の方向性が定まります。 

2. アイデアの発想・企画構想: ブレインストーミングなどの手法を用いて、多くのアイデアを出します。市

場調査や顧客のニーズを考慮し、具体的な企画を構想します。 

3. 具体企画・計画策定: 発想されたアイデアを基に、具体的な商品企画を立案します。この段階では、製

品の仕様やデザイン、製造方法などを詳細に計画します。 

4. 開発・導入準備: 計画に基づき、実際の製品開発を行います。試作品の作成やテストを繰り返し、品質

を確保します。また、製造ラインの準備やマーケティング戦略の策定も行います。 

5. 販売開始・事業スタート: 製品が完成したら、市場に投入します。販売チャネルの確保やプロモーション

活動を通じて、顧客に製品を届けます。 

商品開発は、顧客のニーズを的確に捉え、競合他社との差別化を図ることが重要です。また、開発プロセス

全体を通じて、柔軟な対応と迅速な意思決定が求められます。 

  新製品（商品）を開発し、当会主催の新製品（商品）コンテストに応募しましょう。皆様の応募をお待ちしてお

ります。 

（担当：Ｓ） 
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